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              ☆ホームページアドレスが新しくなりました。
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毎年１月におこなわれる園児のお

父さんのための新年会をご存じで

しょうか。確か 4年ほど前から行われ

ていて、私は毎回参加しています。

日頃交流のないお父さん方といろ

いろな会話で盛り上がるのですが、

そのときに園長先生や順子先生を交

えて話に出てくるのが公同幼稚園の

昔話です。

私は 1971年（昭和 46年）3月に公

同幼稚園を卒園したＯＢなのです。

一度、順子先生のお便りの中で、新

年会の時に新集会室の中にあった旧

園舎の航空写真のパネルを懐かしい

目線を送っていた私の話が登場して

います。当然、お世話になった当時

の先生方はおられる訳もなく、今の

園舎・園庭にも当時の面影は全く無

くなっています。

旧園舎は一部 2 階の木造。当時は 1

学年２クラスの２年保育でしたので

教室は４つ。今の正門の少し南（おそ

らく今の G O L D 横のマンション入り

口あたり）にアーチのついた今のよ

うな正門があり正門を挟んで両側に

教室がありました。特に印象にの

こっているのは舞台付きの天井が高

い大きな教室が１つあった事です。

この教室は年長の「すみれ組」が使っ

ていたのですが、私はこの大きな教

室に憧れていました。私が年長に

なって、すみれ組と決まった時「やっ

たぁ！」と密かに喜んだのを覚えて

います。
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夏のお泊まり保育は今もあります

が、当時は幼稚園での一泊保育でし

た。お風呂の代わりに大きなビニー

ルプールで水浴び、夜は園庭でキャ

ンプファイヤー。大きなすみれ組の

部屋での就寝でしたが、寝言や時折

先生が見回りされる足音などでなか

なか寝られなかった様に思います。

２階は園児の教室として使ってい

なかったので、２階には上がらない

ようにと言われていた気がしていま

す。２階では降園後、子供対象のオル

ガン教室や絵の教室が開かれていま

した。教室に通っていた私は、時間が

あれば２階から園庭や周りの景色を

眺めていたものです。

今のマンションもなく、園庭が南

側の道路まであり遊具がいろいろあ

りました。遊んでいたら道路からよ

くその様子が見えていた様で、顔見

知りのどこかの店のおじさんに声を

かけられたこともありました。

また今のアートガレーヂあたりに

大きな桜がありました。毎年、春にな

るときれいな花を咲かせていたこと

を覚えています。卒園後、数年たち老

朽がすすみ、今の園舎への立て替え

となり、「時々あの桜を切ったのはだ

れだ、と責められる事がある」と園長

先生は新年会で苦笑いされていまし

た。

どう考えても当時の木造園舎が存

在し続けることは現実的ではありま

せん。が、私にすれば思い出のしみこ

んだ木造園舎だったと思っています。

そんな思い出いっぱいの公同幼稚

園にまた我が子もお世話になり、大

変うれしく思っています。また公同

幼稚園の子供すべてがかわいい後輩

たちです。限りなく思い出はよみが

えってきます。以前公同まつり前の

ある日曜日、お迎えのために園庭で

待っていた時の事です。園長先生が

教会学校の子供たちと一緒にオリー

ブの実を摘んでおられました。それ

を見ていましたら、園長先生に「先

輩！オリーブ摘み手伝ってくださ

い。」と私の方を見て声をかけてくだ

さいました。突然「先輩」と呼ばれ戸

惑いましたが、「先輩」いう響きはい

いものです。子供たちは「このおじさ

んが先輩？」と思ったことでしょう。

今回、公同通信への投稿依頼を受

け、何かいいネタを探すために私と

同じく公同卒園児で嫁いでいる妹二

人にも思い出を聞いてみました。私

たち兄妹 3 人とも木造園舎時代の卒

園です。

　今とは違いはありますがいろんな

行事やその行事での料理、先生の事

など、どんどんわき出る思い出は尽

きません。ただ、妹たちとそれぞれ思

い出を話していた中で最後に出た事

は、二人とも今は無き「木造園舎」が

懐かしいという事でした。妹たちと

なかなか幼稚園時代の事を会話する

事なんてなかったのでいい機会がで

きました。
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　我が子を見ていて、遊びや行事を

通じて私の在園時以上に五感にいろ

いろ刺激をあたえくださっている事

に大変感謝しています。

　当時は公同幼稚園の「どろんこと

太陽」と言った歌（園歌？）もなく、

登山や電車も使うお出かけ散歩もな

く、大きな畑での収穫もなく、今の子

供たちがうらやましく思います。そ

の子供たちが大人になり、幼稚園時

代を振り返ったとき五感から入った

多くの体験が今の自分のどこかに生

きている、と感じて欲しいと思いま

す。

私の卒園時の形としての面影がな

い現在の公同幼稚園。私が今の年齢

になっても多くの思い出を覚えてい

る様に子供たちが卒園しても体験し

た事を覚えている事でしょう。

　　      　　　　（壺見　安男）
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わがジャパン用水路では、このところ帰農する旧難民が増え、緑が勢いよく広がっています。
作業現場では毎日、五〇〇名を超える農民たちが必死で働いています。

最終目標地点である、ガンベーリー砂漠の横断測量を完了し、ルートが決まりました。
その幅約三キロメートル、熱砂に煽られ、容赦なく照りつける陽光、限りなく広がる砂漠、
茶褐色の山肌と紺碧の空、その彼方に蜃気楼のように緑の楽園を想像するのも嬉しいこと
です。日本人ワーカーが全て去り、多少寂しいですが、「少なくとも、ここには希望がある」

という確信、いや確信というよりは喜びが、小生の役得であります。
皆が去った分だけ忙しくなったものの、オンボロ重機の唸り、シャベルをふるって汗を流す人々 の

気迫、威勢のよい喧嘩まで、何やら頼もしさを覚えるこの頃であります。

　                            　        （ペシャワール会・中村哲)

　人が、あることを口にしたり書き

残したりするのは、どうであれその

ことに関心があったからです。新約

聖書、中でもマタイ、マルコ、ルカ

などの福音書で繰り返し言及される

“神の国”も、新約聖書の時代の人た

ちがその事に関心があったからであ

るのは同様です。しかし、神の国の

定義や理解ということになると、

すっきり“これ！”というようには

ならないようです。相手が“神の国”

ですから、人の定義や理解にすんな

りはまらなかった、ということなの

かも知れません。

　マルコによる福音書は、最初のイ

エスの言葉が「ヨハネが捕らえられ

た後、イエスはガリラヤへ行き、神

の福音を宣べ伝えて言われた。『時は

満ちた、神の国は近づいた。悔い改

めて福音を信ぜよ』」だったと伝えて

います（１章１４節、１５節）。しか

し“近づいた”とされる“神の国”の

定義や理解が具体的に示されるとい

うことはありません。明確なのは、そ

れは“壁”によって示されたという

ことです。「神の国は、ある人が地に

種をまくようなものである・・・」（マ

ルコによる福音書４章２６節）、「神

の国を何に比べようか。また、どん

な壁で言いあらわそうか。それは、一

粒のからし種のようなものである」

（同３０、３１節）。これらのことか

ら判断できるのは、いずれにしても

神の国は直接に指し示し得るものな

んかではなく、けれど“壁”だった

ら積極的に理解し得る相手であるら

しいことです。

　ルカによる福音書のイエスは「わ

たしは、ほかの町々に、神の国の福

音を宣べ伝えねばならない。自分は

そのためにつかわされたのである」

と、神の国のことを言及しています。

こうして“神の国の福音”のことを、

イザヤ書を“引用”しながら「・・・
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囚人が解放され、盲人の目が開かれ

ることを告げ知らせ、打ちひしがれ

ている者に自由を得させ」「この聖句

は、あなたがたの耳にしたこの日に

成就した」と、イエス自身の“神の

国”の理解や定義をより具体的に言

及しているように読めます。

　マタイによる福音書のイエスは、

「礼拝堂で教え、御国の福音を宣べ伝

え、民の中にあるあらゆる病気、あ

らゆるわずらいをおいやしになった」

人として描かれます。この場合の“御

国”や、別にマタイ福音書で使われ

ている“天国”と、“神の国”はほぼ

同義であると考えられます。そして

“宣べ伝える”は、イエスが多くの場

合していたとされる“教え”と、そ

の内容においてほぼ同義です。そう

して教えていた“御国の福音”が、た

とえばマタイ福音書の５章３～１０

節で具体的に示されます。「こころの

貧しい人たちは、さいわいである。天

国は彼らのものである。悲しんでい

る人たちは、さいわいである。天国

は彼らのものである。彼らは慰めら

れるであろう・・・義のために迫害

されている人たちは、さいわいであ

る。天国は彼らのものである。」少な

からず、注意を要するのは、“天国は

彼らのものである”と言われている

人の状況は、確かに事実として示さ

れますが、その結果についてはほぼ

無関心で、そうして生きる、その人

の現実がそのまま天国・神の国であ

ると言っているように聞こえます。

同じことは、先に示したマルコによ

る福音書１章１４、１５節の場合に

も言えます。理想の天国・神の国の

実現ではなく、そこにある現実を引

き受けて生きる、その人の現在が、そ

のまま神の国だと言っているに等し

いのです。

　ということで、“神の国”は、あれ

これ、いろいろ言及されるのですが、

その具体的な姿は一向に示される様

子はありません。相手が“神の”国

なのですから、そうなって当然だと

言ってしまうとすれば、それはそれ

で身も蓋もなくなってしまいます。

　マルコによる福音書には、別に「幼

な子らを、わたしの所に来るままに

しておきなさい。止めてはならない。

神の国はこのような者の国である」

と書かれています（１０章１４節）。

この場合も、神の国が具体的な姿と

して示されるわけではありませんが、

別の示唆がここにはあります。

　　                　（菅澤　邦明）
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幼稚園に冬がきました！

風が冷たくて息が白くても半そで

にビーチサンダルで幼稚園にやって

くる子どもがいます。勢い良く門を

駆け抜けて園舎に行く姿を見ると、

「負けてたまるか」と密かに燃えてい

る自分がいます。ですので、ビーチサ

ンダルはダメでも半そででなるべく

過ごそうと心に決めています。寒

かったら縄跳びや次に紹介する“ア

レ”で体を動かし寒さを吹き飛ばし

ています！

今幼稚園で流行っている“あそび”

があります。先日、園舎の２階で集ま

りがあり例年より少し早く登場しま

した。ただ単に登場するのではなく、

みんなと楽しんでからの登場です。

順子先生のクイズ形式でヒントが出

されていくのですがこれがなかなか

難しいのです。ヒント①４文字。食べ

るものではありません。いよいよこ

の季節です。これだけでは頭がカチ

ンコチンな僕はクリスマスのことし

か出てこなかったです。全く分から

ないまま次のヒントが出されました。

ヒント②丸いです。 いよいよこの季

節で４文字で丸い？まだまだひらめ

きません・・・。考え込んでいると年

長の子どもが数人、勢い良く手を挙

げています！「おいおい、まさか分

かったのかい？本当に？？」と思っ

ていると順子先生の耳元で答えを

言っています。そして順子先生と抱

き合っています。てことは大正解！

な訳です。目が点になって驚かせら

れました。これだけのヒントで分か

るなんてスゴイ！の一言です。みな

さんはこれだけのヒントで分かりま

すか？丸くて今の季節のあそびと言

えばそうです。“けん玉”です。いよ

いよけん玉が登場し、毎日“もしか

め”の練習をしています。特大サイズ

のけん玉も登場して、いつも以上に

子どもも大人も楽しんでいます。

いよいよクリスマスを迎えます。

11月 30日 (日 )から待降節（アドベン

ト）に入り、リースにロウソクが一つ

灯りました ( 毎週日曜日にロウソク

に灯す本数を増やしていき 4 本全て

灯ればクリスマスです )。子どもたち

にはアドベントを楽しんでもらうた

めに手作りのアドベントカレンダー

が渡されました。おうちで家族の人

と楽しむ時間のきっかけになればい

いですね。子どもたちが大好きなク

リスマスソングを毎日歌い、園庭で

遊んでいる時や外に出掛ける時に口

ずさみ、とても気分のいい時間を子

どもたちと過ごしています。そんな

時間を当たり前のように過ごしてい

ますが、一日一日を大切にし、変化の

ある楽しい時間を創り出すことがで

きるように取り組んでいきたいと

思っています。

( 馬場田　悠作 )
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沖縄かむじゃたん便り　
（２－００１・旧アコークロー通信）

　えー、しばらく休載しました。申

し訳ありません。

　沖縄に来て１０年が過ぎ、なんや

かやあって社会福祉の仕事を７月末

で辞め、８月から新しい事務所を南

風原町に借りて「沖縄かむじゃたん

相談室」を開き各種相談やキリスト

教の集会や沖縄ガイドなどを生業

（なりわい）とします。食えるかど

うかはわかりませんが、当分、沖縄

にいます。

　で、「かむじゃたん」なのですが、

これは関西の韓国料理を出すところ

ならあるかもしれません。「かむ

じゃ」はじゃがいものことです。

じゃがいもや野菜、肉が入った少々

辛めのなべ料理が「かむじゃたん」

です。

　私の、年来のテーマは「沖縄戦と

朝鮮人」です。沖縄戦のガイドでも

「１万人とも２万人ともいわれる朝

鮮人が軍夫やいわゆる慰安婦として

沖縄に存在した」などというのです

が、少しでも実像に迫りたいという

思いがあります。沖縄では「在日社

会」が十分形成されていないことや

戦後史研究が後回しにされたり、自

分たちの生活や子供の教育で精一杯

で、「沖縄戦と朝鮮人」という課題

はあまり解明されていないのです。

沖縄戦時、その朝鮮人たちがイモを

盗って食べたと何人かが日本兵に

よって処刑されたという証言があり

ます。そんなこんなの意味を込めて

「沖縄かむじゃたん」という名前に

したのです。この通信の名前もつい

でに改めました。どうかご了察くだ

さい。

　「相談」は、なんでも相談なので

すが、医療行為や法律業務はできま

せんが、行政相談や医者や弁護士で

はない「牧師」としてさまざまな相

談にのり、必要があれば関係機関に

つなぐものです。

またこのところ積極的にはやってい

なかった「沖縄戦跡ガイド」も復活

します。顔の見える範囲でのガイド

はやってきましたが、中高生の、例

えばどこかの壕だけのガイドは少々

サボっていました。けれども、この

時代にそういう役割も必要だろうと

思っているのです。ちかごろやりだ

しているものでは、「沖縄文化案内」

です。沖縄の生活と文化を垣間見て

沖縄理解を深めてもらうツアーで

す。

　沖縄は、これまでもお伝えしてき

ましたが、確かに何をやるにしても

沖縄戦と米軍基地はついてまわって

きます。しかし、毎日こぶしを振り

上げて「闘う」だけではなく、長い

歴史＝生活と文化のなかで存在して
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いるのです。春から秋にかけて沖縄

は各地で集落単位の行事がありま

す。素朴な祭りや壮大な風物は沖縄

理解に必要な事柄ですが、この構造

が重要なのは、実は沖縄でもあまり

理解されていないのです。そんなガ

イドも近頃やっているのです。これ

を書いているのは９月の最終日曜日

です。この日、那覇では「孔子祭」

があります。沖縄は、長く中国の冊

封（さっぽう）を受け、中国からの

渡来の末裔を名乗る人も少なくあり

ません。孔子廟での行事を見るのは

初めてです。このあたりも韓国と沖

縄が似ているところでもあるので

す。次回はこのレポートです。

ともあれ、沖縄のさまざまな出来事

や事象を発信したいと思います。

この事務所を維持するために、そし

て自らの生活を維持するのにどれほ

どの費用がかかるかわかりません。

社会福祉施設の会計はいささかわか

るものの、自分の会計はさっぱりで

す。そこでみなさんのカンパもお願

いするかもしれません。ご理解いた

だければ幸いです。

　　　　　　　　（沖縄・後藤　聡）

すずや便り

　先日、昭和記念公園に行ってきま

した。イチョウ並木がとてもきれい

で左右から光が差し込み、下の落ち

葉じゅうたんがその光を反射して金

色の世界にいるようでした。もみじ

は燃えるようだけど、イチョウは輝

くんだわ～と感動しました。落ちて

いる銀杏は拾って帰り、しっかりと

食欲の秋も満喫しております。

ひと月ほど前から文鳥 ( のヒナ ) を飼

い始めました。小鳥とはいえ、思って

いたよりずっと人間らしく我が家の

アイドルとなっています。現在生後

１ヵ月半、ずっと注射器のような器

具であげていた練り餌 ( 離乳食 ) の回

数が減り、嬉しいような寂しいよう

な。長男は男の子育てというか、いき

なり「飛ぶ練習 !」と放り投げていま

す ( さすがに初めの頃はやめさせまし

た )。今では名前を呼びながら投げる

と、バタバタッとブーメランのよう

に肩に戻ってきます。「遊んで～飛ば

して～」みたいな感じです。反対に長

女はまったりと手や膝の上で遊ばせ

ます。わかったもので、鳥もべたべた

くっついて手のひらに座り込んでう
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とうとしています。この違いは男女

差なのか、単に性格の違いなのか･ ･

鳥もちゃんと相手を選ぶところがす

ごいです。調べたところ、文鳥の生

後 1ヶ月は人間の 9 歳くらいとか。長

男と同じ？そうなのか。日中は遊び、

夜暗くなると眠る･ ･ 人間と同じです

ね。いえ、ここまで理想的な生活は

していませんが ( 汗 )。この文鳥、名

付け親は長男です。その名も「アレッ

クス」。もっと鳥っぽい名前は他にあ

るだろ～と思うのですが、長男曰く

「かっこいいから」。確かに格好良い

名前です。でも、まだ小さいので性

別不明なのです。ついつい「アレッ

クスくん」と呼んでしまう (やっぱり

男の名前だと思う ) と、「まだ男か女

かわからないのに～」と名付け親か

ら。オスであることを祈るよ、アレッ

クス。

　　             　（富家　香麻里）

みかん便り　

　おひさしぶりです。愛媛の大学生、

河村高志です♪

　３ヶ月続いた病気も、最近やっと

落ち着いてきました。まだ完治じゃ

ないですけどね（苦笑）病院通いで

結構大変やったんですが、精密検査

の後、初ＭＲＩ検査しました☆あれ

だけ大きい機械なんで、ものすごい

うるさかったです。。結果、体は何に

も異常なしでした♪よかった、よ

かった。

　最近カンボジアに行ってみたくて、

お金を貯めています。気付けば食費

をケチって１日１食になることも

（苦笑）１０月はちくわしか食べてま

せんでした（笑）やから病気も治らな

いんですね。。。

　１１月入ってからは料理を楽しん

でます。麻婆豆腐、肉味噌から作れる

ようになりました♪でも、寒くなっ

てきて洗い物が辛い…。こんなとき

に限って友達がよく遊びに来て飯食

べて帰るんで、洗い物がどんどん増

えます。。うちのアパート、水しか出

ないんで手が痛いです。。主婦って大

変なんですね。実家はお湯出るんで

大変じゃなさそうですけど。

　ってなわけで、昨日ゴム手袋〔内羽

付〕を買って気ました☆快適な生活

ができそうです。ちなみに友達が半
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今月のあ・そ・び
“クリスマス絵本のこと”

　イエスの“降誕（誕生ではなく降

誕）”の日を記念し祝うクリスマス

は、キリスト教の宗教行事として“教

会歴”の中に決められています。その

クリスマスが、その言葉と共に、広く

日本で話題になります。話題になっ

て、違和感がないのは、子どもたちが

分金出してくれました( 笑) 友達って

大切ですね☆

　最近読書を始めました。小説、新

書、英語の参考書( 笑) いろんな本を

読むようになりました。一番気に

なった本は「人間の覚悟 」って本で

す。精一杯生きてみるって、どういう

風にすればいいのかはよくわからな

いけど、とことん何でもやってみよ

うって思いました。なんか世の中間

違ってるって思えるようになったん

すけど、別に何が出来るわけでもな

いなぁって思っちゃいます。

　とりあえず、ご近所さんの挨拶は

日課になりました。これで何が変わ

るってわけでもないんですが、とり

あえず隣のおばぁちゃんとは仲良く

なりました♪おばぁちゃん９８歳で

す！！「生きてるだけでありがたい」

っておばぁちゃんに言われました。

教会に所属してるのに、普段まった

くそんなこと考えてなかったんで、

最近は考えるようにしてます。教会

で覚えてることは、『山の神様、あり

がとぉ』だけだったんで( 苦笑)

　あと、昨日からある bl o g を読んで

います。『ぼくたちと駐在さんの７０

０日戦争』映画にもなったんで知っ

てる人もいるかなぁ？原作が P C や携

帯で、ネット上で読めます。ほのぼの

とした話の中にもいっぱい教訓が

入ってて、いい話です。毎日朝８時ま

で読んでて寝不足なんですよ( 苦笑)

　ちなみに、恋人・両親・主人公が死

んで涙を誘う話は嫌いです。なんか、

最近そういう本・映画が多すぎで、

死っていうものが安っぽいものに感

じちゃうのが辛いなぁ。。

　本を読むことで、若干ですが自分

が変わってきた気がします。家族と

ケンカばっかりしてたのに、オカン

に「最近元気してる？」って電話かけ

たぐらいですもん( 笑)

　読書っていいですね☆って思えた

今日この頃でした。

　　          　　　　（河村　高志）

願いごとをして実現を心待ちにする

行事としてそれなりに日常化してい

るからです。

　そんなクリスマスのことが絵本に

なって、とても素敵だったりします。

「クリスマス人形のねがい」（ルー

マ・ゴッデン文、バーバラ・クーニ絵、



11

岩波書店）は、クリスマスの“ねがい

ごと”が、実現するものであること、

誰も強制も保障もできないけれども

“ねがいごと”として託す時に、めぐ

りめぐって実現しなくはないことが

描かれた物語です。

　「クリスマスまであと九日」（エッ

ツ＆ラバスティダ作、富山房）は、メ

キシコの子どもたちのクリスマスの

ことを描いた絵本です。子どもたち

が成長していく時の、期待と不安、そ

して喜びが、クリスマスの出来事と

結びついて、たくさんの人たちと共

有される物語が「クリスマスまであ

と九日」です。

　「クリスマスものがたり」（フェリ

クス・ホフマン、福音館）。クリスマ

ス（降誕日）は、イエスの誕生日の記

念ではなく“降”誕という、キリスト

教の教会歴の決まりの日です。ホフ

マンがそのことを描いた時、そのこ

との不思議、そして幼な子の誕生、そ

の幼な子をめぐる驚きや不安が、結

果的に“人の子”の物語になりまし

た。それでしかイエスの物語は描き

ようがなかったからです。

　「サンタクロースってほんとうにい

るの？」（てらおかいつこ文、すぎう

らはんも絵、福音館書店）。サンタク

ロースを信じていた子どもたちも、

いつかそれが物語であったことを納

得します。“ウソだった”という納得

の仕方ではなく、サンタクロースの

体験といい思い出をいっぱい心に残

して、時期がきて“卒業”することに

なります。「サンタクロースってほん

とうにいるの？」は、“いる、いない”

の境界線にいる子どもたちに、“い

る、いない”を断言するのではなく、

その物語が本来持っている意味を外

さずに、言葉のやり取りで絶妙な答

えを見つけていきます。

　以下、クリスマスの物語がなかな

かよく描かれている絵本です。

①「クリスマスってなあに」（ディッ

ク・ブルーナー、講談社）

②「クリスマス・イブ」（マーガレッ

ト・ワイズ・ブラウン、ほるぷ出

版）

③「クリスマスのまえのばん」（クレ

メント・C ・ムーア、福音館）　

④「くんちゃんとふゆのパーティ」

（ドロシー・マリノ、ペンギン社）

⑤「シモンとクリスマスねこ」（レ

ギーネ・シントラー、福音館）

⑥「さむがりやのサンタ」（レイモン

ド・ブリックス、福音館）

⑦「百まいのドレス」

　（エレナー・エイティス、岩波書店）

⑧「とってもふしぎなクリスマス」

（ルース・ソーヤ、ほるぷ出版）

　　　　　　　　　　（菅澤　邦明）
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　      ２００８年１２月　あんなこと　こんなこと…
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　　　教会学校から　　　
《11 月の活動報告》

◇ 11 月 2 日（日）

　おやき＆けりごま

◇ 11 月 8 日（土）

　公同まつり

◇ 11 月 9 日（日）

　射的大会　　

◇11 月 16 日（日）

　高松公園で落葉拾い＆ドッチビー大会

◇11 月 23 日（日）

クリスマスグッズ製作

　　　＆クリスマス映画上映会 Part Ⅰ

◇ 11 月 30 日（日）

クリスマスグッズ製作

　　　＆クリスマス映画上映会 Part Ⅱ

《12 月の活動報告》

◇ 12 月 7 日（日）

　のびる焼きを食べよう

◇12 月 14 日（日）

　わが町クリーン大作戦　

◇12 月 18 日（日）

　合同子どもクリスマス会

◇12 月 21 日（日）

　教会学校クリスマス会・プレゼント交換
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大切な贈り物・津門川　７６
“津門川掃除に参加して”　

息子や娘とともに鯉を見る以外は

普段あまり気にすることなく通り過

ぎる「津門川」。

　今回で２回目の津門川掃除ですが、

「加藤さんも川に入ったら？」とのお

声を頂き、息子・娘同様旺盛な好奇心

から川に入ってのゴミ拾いをさせて

頂きました。新たな津門川を発見で

きたことに驚きと感動を覚えました。

意外に深い川であるのと、植物も根

が深く、あのような街中に流れる川

でもしっかり植物は育っていること

に驚き、上から見ている景色と下か

ら見る景色の違いにある種「新発

見！」の感動。本当に良い体験をさせ

て頂きました。

　しかし、ゴミは絶えず「タバコや空

き缶」といった捨てごろ？と思われ

るゴミは非常に多く、一人一人の意

識が変わらない限り永遠に無くなら

ない課題であると再認識すると共に、

自分自身や子どもたちには良い教訓

になりました。

　それともう一つ感動したシーンが

「関学生」の参加でした。この寒く

なってくる時期に素足で川に入り、

真剣に掃除する姿は、職場や社会に

おいて後輩や部下を持つ年齢にきて

いる我々の最近の言葉は、昔私たち

が言われていた「最近の若い奴

は・・・」という言葉。今回の彼らの

活動は、「最近の若い奴らもいいとこ

ろある！」という気持ちに思いまし

た。

　自分自身への新発見・教訓・人との

出会い等々、いろいろなことを教え

てくれる「津門川」という自然。ＴＶ

や本などで環境問題を提唱し「自然

を守れ！」と政治家や学者は言いま

すが、本当に守るためには自分自身

が積極的に自然に触れないと・・・。

そんなことを無言で教えてくれた

「津門川」でした。

（加藤弘之）
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　私が小学生の時、通学路は川沿い

にありました。いつもその川を眺め、

何かを見つけては立ち止まり、毎日

歩いていました。家の裏の土手の横

にも川が流れていて（ヌートリアが

沢山いました・・・）、そこは私たち

の遊び場でした。その頃の景色や匂

い、今でも覚えています。

　大人になり西宮に来て、公同幼稚

園に出会い、津門川に出会いました。

幼稚園の行きと帰り、自転車を走ら

せながら、とりあえず津門川を覗き

込む。もうこれは私たち親子の無意

識の日課です。津門川の川掃除にも、

行ける時は参加させて頂くようにな

りました。小学校３年生の長男は「大

きくなって早く川の中に入って掃除

したい！」と言っています。憧れの

ゴム長！

　津門川の自然の姿に触れたこと、

仲間や先生・地域の方と一緒に川掃

除をした経験が子どもたちの心に何

か残してくれることと思っています。

そして、このような機会を与えて

頂いたことに感謝します。

（加藤亜紀子）
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まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内

　先日、久しぶりに実家（西宮）に

帰ったところ、生まれ育った街並み

が見事に様変わりしていました。ご

存知、西宮北口ガーデンズができあ

がっていたのです。雨天だったので、

沢山の人が一様に大型商業施設に吸

い込まれていく様子は、さながら傘

の行列のようでした。また人並みが

落ち着いたら行ってみたいと思いま

すが、最近行くショッピングモール

は、みな同じような間取りと店並び

に思えてしまうので（これは私に恐

ろしく空間認知能力が欠如している

せいだと思われます）、西宮北口ガー

デンズの中では迷わないようにした

いです。さすがに齢２２にして、迷子

の館内放送はされたくないですし

ね！

　はい、前回お話しした英語劇

『WICKED』、無事上演することがで

きました！公演当日も相当な悪天候

だったのですが、それは私の演じた

マダム・モリブルが、天候を操る魔法

が得意という触れ込みながら、実は

嵐しか呼べないせいではなかったか

と思います。そう、『WICKED』にお

いては、『オズの魔法使い』のきっか

けとなる嵐（竜巻）は、オズの国での

企みの一部という設定なんです。そ

の他、脳のないかかし、心のないブリ

キのきこり、臆病なライオンにもそ

れぞれ、原作とは違う背景が与えら

れていて、全て通じて読むと、細かい

辻褄は合わないながらも納得できる

筋書きになっています。作者も全く

違うので、パロディーと言ってし

まって構わないかと思います。とい

うことで、ざっと『WICKED』のあ

らすじを。

　『オズの魔法使い』の数年前のお話

です。オズの国では、動物と人間が同

じように話し、暮らしていました。生

まれつき全身緑の肌を持つ少女、エ

ルファバは、足の悪い異父妹のネッ

サローズと共にシズ大学に入学しま

す。ルームメイトのグリンダは金髪

美人で人気者の野心家。２人は反発

し合いますが、グリンダが、自分に言

い寄ってきたクラスメイトのボック

に、ネッサローズをダンスに誘うよ

う勧めたことをきっかけに、親友と

なります。ある日の授業で、ライオン

の子どもを、グリンダとお似合いの

カップルとされている遊び好きの

フィエロと共に助けたエルファバ。

その魔法の力を校長のマダム・モリ

ブルに認められ、偉大な魔法使い、オ

ズの住むエメラルドの都へと呼ばれ

ます。ところが、そこで出会ったオズ

はただの人間でした。彼はエルファ

バの力を利用して、動物の話せない

世界を作ろうとしていたのです。罠
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にはまって猿に魔法をかけてしまっ

たエルファバは逃げ出します。一方、

オズの元に留まるグリンダ。２人は

お互いの幸せを祈りながらも、「南の

善き魔女」と「西の悪い魔女」として、

別々の道を歩み始めるのでした。

　と、こんなもんじゃ全然説明でき

てないのですが、２人の女友達同士

の、恋愛も絡んだ友情物語、と言いま

しょうか、キャラクターそれぞれが

成長していく話です。途中は、何だか

んだ言って痴情のもつれか！三角関

係か！（正しくは五角関係）とツッコ

ミたくもなりますが、それがかえっ

て、国のためだとか信念のためだと

か言うより人間らしくて、親近感が

持てます。数々の場面にミステリー

並の伏線が張られていて、２回目に

観ると、違った感想が持てます。エル

ファバの出生の秘密が明かされたと

きも、ああだからあの人はそういう

態度だったのか！と納得したり。原

作の小説として本も出てるのですが、

長いし、何より歌がいいし、やっぱり

ミュージカルを何らかの形で観てい

ただきたいですね。あと『オズの魔法

使い』は、偕成社文庫やら岩波少年文

庫やら福音館書店やらで完訳が出て

いるので、その辺りをお薦めします。

「Wicked」とは、英語で「邪悪な、悪

い」等の意味で、魔女を表す「Witch」

の語源でもあります。悪い魔女、

「Wicked Witch」の「WICKED」をタイ

トルとし、『オズの魔法使い』では、全

くの悪役・・・勧善懲悪の悪とも言え

るべき「西の悪い魔女」に目をつけ、

彼女に色々な事情、背景を設けて、魅

力的な人物にしてしまう。これこそ

が想像力の楽しみであり、無限の可

能性があるってことだと思います。

いやー空想って素敵ですね。私なん

て起きている時間、常に頭の一部は

空想の世界に飛んでます。こないだ

も授業中に、卒論の題材である聖パ

トリックがやたら格好良い姿で現れ

て思わず涎が・・・いや、あの、別に

私、危ない人じゃないです。ちょっと

想像力が豊かすぎるだけです。てい

うかその日は寝不足だったんですよ

ね。・・・こういう言い訳ってすれば

するほど信憑性がなくなるのはどう

してなんでしょう・・・。これ以上ボ

ロを出さないうちに、筆を置きたい

と思います。また次回。　

　　          　　　　（高橋　舞）
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つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

　

　お米に限らず、農作物を作るのには時間がかか

るのと、天候に大きく左右されます。収穫の頃に

台風がきたりすると、すべてが台無しということ

にもなります。更に、農作物が国境を越えて流通

することで、その時のいわゆる基軸になる通貨の

乱高下が、収穫された農作物の流通に大きな影響

を与えることになります。たとえば、円が９０円

台（対ドルで）になってしまった現在、輸出を予

定していた農作物はとても売れにくくなっている

に違いありません。青森県のリンゴ農家の人たち

のリンゴが売れなくなっている様子が聞こえてき

ます。農作物を作って、それで生計を立てている

人たちの、それが宿命と言えなくはありません

が、時間がかかって、天候に大きく左右されるも

のを作っている人たちの働きは、それなりに報わ

れていいように思っています。

　リンゴを食べてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｋ）

　

　１２月１日の夜空を見上げた方はどのくらいい

らっしゃるのでしょうか。寒い寒い冬の夜空には

ニッコリと輝く木星と金星と月がいました。星座

とか詳しくない私ですが、星空を眺めるのが大好

きです。美しく輝く星たちが寒さを一瞬忘れさせ

てくれるような気がします。

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（Ｎ）

　高松公園、駅前、津門川とそれぞれに点灯式の

日を迎え、毎晩にしきたの街をきれいに彩ってく

れています。街を歩くとどこへ行ってもクリスマ

ス一色ですね。子どもたちともアドベントカレン

ダーを作って、クリスマスまでの日々を心待ちに

しています。今年はどんなクリスマスを迎えるの

か今からワクワクしています。

　　　                                   （Ｙ）

先日、西北のクリスマスイベントで奥野さんと

いう人の歌を生で聞きました。今年の運動会でも

使われた“太陽の子ども”みんなで空を見上げて

踊った歌です。

　寒い冬空の下で聞くと、また違ったようにも聞

こえ、生の歌声に心がふるえました。歌を聞いて

涙があふれ、そのあふれた涙をとめることができ

ませんでした。私の中で大切にしたい１曲がまた

増えた瞬間でした。素敵な歌にこれからも出会っ

ていけますように・・・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）

　

　昔読んだ作品に城山三郎の「毎日が日曜日」と

いうのがあった。定年退職後の男の人の話だった

けれど、忙しくなると逆説のようにその題名を思

い出す。「朝起きて今日は何をしようかと悩むほ

ど辛いものはない」先年８６歳で亡くなられたＫ

さんのことば。だから決して「忙しい！」とは口

にしない。でもわれながら感心する。“今日は何

もない”という日はまずない。何かある。絶対あ

る。そんな１年を、健康に、そして「今何を話し

た」かも忘れるほどの昨今を支えてくれる仲間が

いて、無事に過ごせました。メリークリスマス！

そして良き一年のはじめが迎えられますように

（“ワケあり”で、私宅の年賀状は今年はなし。１

月１０日過ぎまで順延です）。

　　　           　                      （Ｊ）


